近世・近代初頭における常滑焼の窯と生産者 by 髙部 淑子
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日本福祉大学知多半島総合研究所 教授   髙 部  淑 子
年代 北条村 常滑村（奥条） 瀬木村 出典 備考
元禄７年（1694） ８基 ２基 ２基 『陶器』／『窯業』（万覚帳）
『窯業』：北条は２月、その他
は５月９日
享保期 10基 『陶器』／『窯業』（万覚帳） 『窯業』：享保16年３月
明和６年（1769）ごろ ８基 『窯業』（万覚帳） ２基大破のため
天明元年（1781）７月 ９基 『窯業』（万覚帳） １基修復
天明５年（1785） ９基 ２基 １基 『窯業』（横須賀代官所控書）
天明期 ８基 『陶器』
文政期 ９基 １基 ２基 『窯業』（尾張徇行記）
天保期 11基 『陶器』
北条：天神 ･ 古 ･ 森 ･ 森新 ･
阪 ･ 阪新 ･ 中新 ･ 懸 ･ 伝中 ･
福 ･徳新
江戸末期 10基 １基 ２基 『窯業』（平野家記録）
北条：森新 ･ 森 ･ 坂新 ･ 坂 ･




































































































































































































































































































































































滑陶器誌』掲載の 1911 年（明治 44 年）調査の
窯の一覧とは大きく異なっている。瀧田家当主の
瀧田幸治郎が家督相続するのが 1875 年（明治８
年）、水野龍助は 1881 年（明治 14年）没である
ので、この間と考えるのが妥当であろう。
　【表２】の典拠史料では、南新・古以外の窯は




































































































































































































































































































































































































年月 物件 代金 売主 特記事項 転売ほか




嘉永3年3月 傳中竃浦場1口 15両 重三郎
寅（安政1または慶応2）12月万助へ
28両で売却
嘉永5年1月 森竃1口 10両 長平 炭手形で支払
辰（安政3または明治1）12月 19日
11両請取（売却か）
安政元年5月 古竃脇場半口 7両 源八 10両貸し 先方へ戻し





文久元年7月 中新竃半口 6両 次郎吉
丑（慶応1）2月15日「古竃替り」源八
へ10両で戻す









































れらの総経費は金 11両銭２貫 930 文であった。
しかし、上納用の瓶の「脇詰」として焼成した瓶







































































































226 個、その内大瓶が 96 個（42.5％）、小型の
瓶が60個（26.5％）、その他の小物が70個（31％）
である。大瓶は出来の良し悪しによって上中下の


























































































































































































































































































































































































孫左衛門 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
茂八 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
卯兵衛 10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市蔵 7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮平 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
源七 6 ○ ○ ○ ○ ○ ○
角三郎 5 ○ ○ ○ ○ ○
角蔵 5 ○ ○ ○ ○ ○
軍平 5 ○ ○ ○ ○ ○
七右衛門 5 ○ ○ ○ ○ ○
忠右衛門 5 ○ ○ ○ ○ ○
兵吉 5 ○ ○ ○ ○ ○
兵八 5 ○ ○ ○ ○ ○
与八 4 ○ ○ ○ ○
庄三郎 2 ○ ○
庄次郎 2 ○ ○
善三郎 2 ○ ○














































































































































(不明) 2月13日 坂新竃 使：庄右衛門･庄三郎 74両2分6匁6厘






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































○ 水野十 ( 重 ) 蔵
○ 水野梅寿
○ 瓶屋水野久兵衛
○ 瓶屋水野龍助
○ 村田吉之丞
○ 村田安右衛門
○ 森下栄治郎
○ 森下円五郎
○ 森下甚兵衛
○ 松屋森下善右衛門
○ 渡辺七左衛門
○ 渡辺紋左衛門
時期 生産者
○ 渡辺与左衛門
○ 瓶屋与三左衛門
◇
◇
◇ 庄助
◇ 新左衛門
◇ 甚蔵
◇ 惣助
◇ 弥七
◇ 芳五郎
◇ 利兵衛
◇ 瓶屋増右衛門
◇ 糠屋弥七郎
◇ 赤井甚蔵
◇ 磯村白斎
◇ 稲葉由助
◇ 瓶屋稲葉新六
◇ 片岡清三郎
◇ 片岡清次郎
◇ 亀岡惣兵衛
◇ 杉江嘉左衛門
◇ 杉江庄次郎
◇ 関佐吉
◇ 瀧田竹三郎
◇ 平野東一
◇ 枡新
◇ 村田羽右衛門
◇ 村田利之助
＊史料には屋号・苗字・名・号・略称などがいろいろな組合せで現れるが、適宜苗字などを推定して補い、苗字・屋号・名（号）の読み
の順で整列させた。
＊「時期」欄の「○」は近世から名前が確認できること、「◇」は1872年（明治5年）ごろから名前が確認できることを示す。
＊「紋三」は「紋左衛門」の可能性もあるが、ここでは史料表記のままで扱った。
??
むすびにかえて
　本稿では、常滑焼の生産に焦点をあてて、窯の
変遷、運営方法、生産者などを検討してきた。窯
の運営方法などは従来の説明のように均質で固定
的な体制が確立していたわけではないことは明ら
かであろう。
　生産者については、現時点では明治半ばごろま
での生産者を一覧できるものがないため、ここで
はまずどのような生産者が存在しているのかを明
らかにすることに重点をおいた。【史料 15】の瀬
木村の事例のように、生産者の内部構造などにつ
いて今後検討を深めていく必要がある。
　『常滑陶器誌』は、瀧田貞一が北条に居住する
ことから、北条での常滑焼生産のあり様を基本に
記されている傾向が認められる。本稿も瀧田家に
関わる文書に依拠しているので、瀬木や常滑に関
して十分に検討できたとはいえない。北条・瀬木・
常滑・奥条のそれぞれの地域の特性と相互関係を
明確にすることが今後の課題の一つである。
　生産に関してはもう一つ大きな課題が残ってい
る。それは資本の問題である。本稿でも、瀧田家
と窯・生産者との間の金銭関係についていくつか
言及した。また、瀧田家文書に残る金銭貸借を示
す史料には、窯や常滑焼生産者への金銭貸し付け
の記録が数多くみられる。常滑焼の生産がどのよ
うな資本関係のなかで営まれているのか、そのな
かで瀧田家はどのような役割を果たしているの
か、今後検討すべき課題である。
　今回は生産に重点を置いたためあまり検討を加
えなかったが、瓶・準細工物・細工物とも、製品
の種類や各種類の製品内部でさらに進む製品細分
化の様子、価格などを含めて、生産から流通・消
費までを見通して常滑焼のあり様を検討する必要
があると考えている。
表7　瓶・小物類生産者一覧
生産者
浅吉
浅助
市左衛門
市蔵
羽吉
羽吉之丞
卯兵衛
梅吉◇
栄次郎◇
円五郎◇
円七
宮乙松
角三郎
角蔵
嘉助
喜兵衛
久吉◇
久左衛門
金治郎◇
金平
銀太郎
九郎右衛門
軍平
源七
源四郎
源八
五郎左衛門
五郎兵衛
生産者
作右衛門◇
定
定久
三郎右衛門◇
七右衛門
七左衛門◇
庄右衛門
庄吉
庄三郎
庄次郎◇
四郎左衛門◇
新五郎
治左衛門◇
重蔵◇
甚五兵衛
甚平
甚六
助左衛門
清治郎◇
善三郎
善治郎
龍五郎
忠右衛門
長七
長蔵
常三郎
藤蔵◇
富治郎
仁左衛門
生産者
彦右衛門◇
彦兵衛
平藤
文金
文左衛門
兵吉
兵八
孫左衛門
孫兵衛
又四郎◇
松屋善右衛門◇
宮乙
宮平
茂左衛門
茂八
弥吉
弥七◇
安右衛門◇
山田屋増右衛門
勇右衛門
勇助
与左衛門◇
与八
与平
利助◇
林右衛門
林蔵
六右衛門◇
六治郎
＊名前の後の◇は細工物生産者一覧にも同じ名前の人がいることを示す。
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注一覧
（１）『知多半島の歴史と現在』16、2012 年、
pp.151-173。
（２）瀧田貞一著、1912 年、常滑町青年会発行。
（３）1974 年、常滑市役所発行。
（４）瀧田金左衛門家文書は常滑市所蔵、加藤家
旧蔵文書は日本福祉大学知多半島総合研究所所
蔵。加藤家旧蔵文書は、瀧田家から流出したと
思われる文書を多く含むコレクションである。
（５）日本福祉大学知多半島総合研究所所蔵。
（６）「万記録覚帳」。
（７）名古屋市蓬左文庫編『尾張徇行記』（1976
年、愛知県郷土資料刊行会発行）による。カタ
カナのひらがなへの変更、読点の補足などを適
宜行った。
（８）徳川林政史研究所所蔵・旧蓬左文庫所蔵資料。
（９）加藤家旧蔵文書 5-28-122。以下、加藤
5-28-122 のように略記する。
（10）加藤 9-278。
（11）瀧田金左衛門家文書 32-1-35「田畑并竃共
控帳」。以下、瀧田 32-1-35 のように略記する。
（12）瀧田 101-299。
（13）加藤 3-4-2。
（14）瀧田 101-299。
（15）瀧田 10-4･16-49。
（16）瀧田 16-49。
（17）瀧田 19-3-5-3。
（18）瀧田 101-318。
（19）加藤 3-2。
（20）注（1）に同じ。
（21）瀧田 18-10-17-7-1。
（22）瀧田 18-10-17-7-2。
（23）瀧田 18-10-29-1-8。
（24）瀧田 13-153-2-5。
（25）瀧田 24-11-20-3 など。
（26）瀧田 17-30-1。
（27）注（1）に同じ。
（28）瀧田 27-4-4-3。
（29）慶応 2年「惣竃仲間改名前集」（『常滑窯業誌』
所収）。
（30）瀧田 10-3。
（31）瀧田 4-14-2。
（32）瀧田 101-331。
付記
　本稿は 2013 年度日本福祉大学知多半島総合研
究所歴史 ･民俗部研究集会での報告をもとに加筆
･修正したものである。当日は、江戸市場に出荷
される常滑焼製品に触れ、そのなかで植木鉢に関
して若干の説明を加えた。その要点は、出荷され
る植木鉢は直径９寸から２尺程度のもので、形は
丸形の他角形もあり、上中下３段階ぐらいの品質
ランクがあったこと、安いものでも 10 匁前後、
高いものでは１両程度の高額商品であったこと、
江戸の園芸ブームなどを背景に江戸市場へ広がっ
たと推測できることなどである。
